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(爪)が全然きかない。トップは全く大変で、雪をかき落として登らなければならず、思わぬ

時間の消耗をきたした。約 6m のチムニ－に 3 本のハーケンを打ち、やっとのことで、こ

こを切り抜けて上部の雪のリッジ(山稜)に出る。時間は 11 時、休む間もなく、急傾斜のス

ノ－リッジを 1 ピッチ半を登り、いよいよ難関の第二テラスへ抜ける約 40m の岩壁に向か

う。傾斜もぐんぐんと増し、非常に困難に見える。しかしながら、我々の闘志は全然衰えず

かえって奮い立つだけであった。トップは左側のチムニーを避け、右側のフェースを微妙な

バランスで登り、次に、チムニ－に沿って 5m 登ると、行先ははたと止まった。オーバーハ

ング(岩壁の傾斜が垂直以上の部分)である。ハーケンをきかして、ものすごいファイトでこ

れを越える。非常な悪場である。チムニ－の左側へトラバ－ス(傾斜の水平移動)する石原の

姿が現れ、大きく左に回り込んで第二テラスの末端の雪の傾斜に再び姿を消した。ここまで

でザイルの間隔を変え、石原と若山の間を 30m にし、若山をハング下まで登らせる。やが

て、ザイルがピンと張り、アラヨ－の声が聞こえる。1 時 50 分、丁度この時第四峰頂上か

ら、大阪市大のパーティーの激励の言葉を受ける。セカンドの若山はどうしてもこのハング

が越せないのか、上からの懸命の確保があるにもかかわらず、非常に苦しんでいる。突然、

全く突然ザザーッと、左側のチムニーを滑り落ちる雪と共に、上のザイルが物凄く緊張した。

どうしたと声をかけたが返事がない。上から驚きの声が聞えて来た。オーバーハングの乗り

越しに力つき、そのままズルズルとチムニ－に滑り落ちたらしい。そのままの姿勢でいるよ

うに声をかけ、澤田はハング下まで登り、元気づいた若山を元の地点にあげ、肩車でハング

を越し、左へ回り込んで第二テラスへ出たのは 14 時 50 分であった。直ちに、ベースキャ

ンプへ向って、ヤッホ－をかけた。第二テラスの急な斜面を 2 ピッチ登り、A フェ－ス下に

やっと 15 時 10 分に着いた。 

 遅い昼食をとり、甘納豆をほおばりつつ、A フェースを懸命に注視する。A フェ－スは高

距 80m で、傾斜 65 度あり、北壁に比して、積雪が少ない。 

 この頃から、さしもの快晴もようやく薄もやが立ち込めてきた。天幕に向かってヤッホ－

と呼びかけた後、直ちに取りつく。時まさに 3 時半である。右側ルートを忠実に登る。1 ピ

ッチ後、夏には問題でない細いクラックが非常に悪い。ハ－ケンを 2 本打ち、アブミ(短め

の縄梯子)を使用する。次は傾斜は緩くなるが、スラブ状の岩(凸凹の少ない一枚岩)に不安



定な雪がべっとりとついていて、全く感じの悪い所である。足元が今にも崩れ落ちそうな所

を慎重に登る。 

 もう日がとっぷり暮れる。時計を見る

と 5 時半である。頭上 30m ほどに見える

頂上のスカイラインがおいでおいでをし

て差し招いているようだ。ザックからラ

イトを取り出して、頭上に付けたけれど

も、やはり視界はきかず全く致命的であ

った。仕方なくビバークと決心する。しか

し、この地点では、体一つ隠すところもな

いし、それどころか安全な足場一つ探す

こともできない。一寸暗澹たる気持ちに

なる。すると、突然石原が喜びの声をあげ

た。ピッケルで雪をかきおとしていた時、

偶然にも岩のくぼみを発見した。暫く安

堵の胸をなでおろし、そこへ集結して、雪

を掘りだし、幅 1m20cm、高さ 30cm 奥行 1m の穴を作る。そこへ 3 人が並んで腰を下ろ

し、足を投出して穴の中へ入れる。しかし上半身は全然外へ出ており、特に尻が半分しか乗

っていないのである。気をゆるめると、今にも真っ逆さまに第二テラスへ落ちて行くような

気がする。各自ピッケルで安全なるセルフビレ－(自己確保)を行う。18 時になって、真黒

な空からは粉雪が舞い始め、前途多難を思わしめるが、明日へ希望をつなぎ、ツェルトを冠

り、昼食の残りを噛みしめる。身動き一つできない姿勢のためにセーターも着ることができ

ない。アイゼンの紐はこちこちに凍結してしまった。凍傷を心配して、ともすると、緩む心

を励まして、懸命に靴の中の指を動かす。寒さは全く厳しい。それでも疲れているためかう

とうととしかけるが、やはり眠れない。足はジーンとして感覚が失われてゆく。 

 今頃、下の天幕ではどうしているだろう。我々の帰りのないのを何と想像しているだろう。

ラジュースのうなっている天幕の中で暖かい雑煮で満腹している仲間の顔が目に浮かぶ。今



日は元旦なはずだ。 

 何故、我々はかくもして山へ登らなければならないのだろうか。ただ山の呼ぶ声に夢中に

なっていて、いいのだろうか。 

 何時の間にか、左側の若山が安らかな鼾を立て始めた。漸く、落ち着きを覚え再びうとう

とする。3 時頃であろうか、3 人共ぱっちり眼を覚ます。体中一面雪で埋まっている。非常

な寒さで、互いに体と体とをぶっつけて暖をとる。固形メタに点火しようとするも、吹き込

む風と雪とで、たちまち消えてしまう。火の消えたあとが全くやりきれない。5 時、6 時と

時計の進むのが、アリの歩みよりのろくさい。 

 漸く明るくなり始めたが、依然雪が止まない。ツェルトから体を乗り出せば、みるみるう

ちに、ヤッケ共に体がこわばってしまう。暫く暖かくなるのを待って行動を開始することに

した。 

 8 時になって、石原が先ずビバ－ク地点

の右側を調べる。そこにはスラブ状の所

へ新雪がついて、不安定に見える。それで

も、4m ほど登ったが、今にも雪が落ちそ

うで、引き返した。今度は右側のチムニ－

へ取り付く。約2m上に岩の突起があり、

更にその上 3m の所に顕著なオーバーハ

ングをなす突起がある。このところを越

すのがヤマ場と見られた。ハング下まで

は難なく登り、突起にザイルをかけ、これを手掛かりにして真正面から乗り切ろうとしたが、

昨日の疲れのため、どうしても乗り込せない。しばらく休息の後、2 度、3 度と試みたがや

はり駄目だった。そこで、オーダーを変更して、ミッテルの若山が先頭となり石原と交代す

る。 

 若山も石原と同様になんなくハング下に至り、突起にザイルをかける。しばらく真正面か

らのり越そうと試みていたが、だめなのか、今度はザイルを突起にかけたまま、右側岩壁に

沿って逃げきろうとして、一歩トラバースを開始して、直登にかかろうとした瞬間「アッ」



と一声叫ぶとともに、右足をスリップした。下で懸命に確保していた石原の足に触れて、姿

は消えてしまった。不思議にも墜落によるザイルのショックが全然ない。おそるおそるザイ

ルをたぐってみる。これはなんとしたことか、8mm 強力ナイロンザイルがぷっつり切れて

いる。いかにも鋭い刃物で断ち切ったように。「五朗ちゃん、五朗ち－ゃん」と、第二テラ

スへ向かって必死になって叫ぶ。9 時 20 分 、更に声を張りあげてどなっても応答がない。

しばらくは唖然として言葉が出ない。ようやく気を取り直して、天幕へ向って「ヤッホ－」

を連呼し、救援を依頼する。天幕からは直ちに「了解」という力強い石原リーダーからの応

答があり、ついで南川の返事がある。 

 再びビバ－クの地点へ腰を下ろす。このまま救援を待つか、来るとすれば早くとも 14 時

半になる。あるいは第二テラスまでアップザイレンで降り、若山君を捜し、左側 V 字状雪渓

へ向かってトラバ－スして逃げるか、あるいは自力で A フェ－ス最後の 20m を登り切る

か、方法は 3 通りしかない。しかしながら、疲れ切った身体には、このショックは余りにも

痛手だった。登攀の自信を失った我々は救援に来る友を信じ一日でも二日でも待つことに決

心した。 



 雪は休みなく降っている。昨日、声を

かけてくれた大阪市大のバ－ティも、こ

の雪では前穂高岳の頂上へは登れない

だろう。 

 しばらくツェルトを被っているうち

に、漸く身体も休まった。すると第二テ

ラスへどうしても下らなければならな

いという考えが強力に支配し始める。 

 アップザイレンの準備にとりかかる。

先ず、石原が下り始めたが、第二尾根近

くで、救援隊らしい声がしたので留まっ

た。ヤッホ－をかける。突然、高井兄の

声が間近に聞こえた。「元気か」「ザイル

が切れて五朗ちゃんが落ちたんだ」「落

下地点は」「わからん」「現在の位置は」

「頂上直下 20m」「解った。動かないで

いてくれ」こんな言葉が交わされた後、アップザイレンをやめ、もとの地点へ腰を下ろす。

14 時半である。 

 A 沢から地上に至る所用時間を計算し、二人で話し合った。急に空腹を覚え始めた。食物

らしいものは昨日の昼食をしたきりだったのでやむを得ない。と言っても何物もなく、ザッ

クをひっくり返して、漸く甘納豆を五つ六つ発見して、二人で分け合って食べる。食欲は益々

盛んとなる。恨みのオレンジ着色のナイロンザイルがミカンに見えて、空腹をかりたてる。

そんな事を思いながらも時間は刻々と経っていく。16 時半になっても、救援隊の来る気配

もない。不安な気持ちが湧き始めた。しかし、石原リーダー、高井兄、それに東壁の大先輩

上岡さんも天幕に居られるはずだ。絶対来てくれる。こう確信してからも、互いに見合わす

眼と眼、顔には力がない。17 時半、日も暮れはてて、再び飢えと寒気にさいなまれる長い

夜を迎えなければならなかった。 

https://shigeoishioka.com/2015.4.26-2a.pdf


 三人から二人に減ったので、いくぶん楽に座れるようになったものの、体の疲れは覆い隠

すことは出来ない。天幕に向かって叫ぶ声も枯れて声とならない。これぐらいで参ってたま

るものか。ナンガパルバットで逝ったメルクルを見よ。明日こそは頑張ると、互いに励まし

合う。コブ尾根、北尾根、滝谷と合宿の思い出はつきない。楽しかったその時々の思い出が、

走馬燈の如く次から次へと出てくる。こんなことを覚めるともなく、眠るともなく想い続け

る。はっとして目が覚めて眺めると、第 4 峰は正面ル－トをスカイラインに黒々と厳然と聳

えている。いつまでも山々は我々を守っていてくれるだろう。段々と睡魔が襲ってくる。こ

のまま眠ってしまおう。彼らの懐に抱かれつつ何時の間にか眠ってしまった。 

 午前 4 時頃か、厳しい寒さに夢が破れた。とても耐えられない寒気だ。蝋燭を点けようと

しても風に吹き消されてダメである。この時の衣類は、澤田は、目出帽・毛莫大小肌着 2 枚・

毛カッタ－1 枚・毛ズボン下 1 枚・毛ニッカ－1 枚・ストッキング 1 枚・靴下太毛糸 2 枚・

毛糸手袋 1 枚・毛皮手袋 1 枚・ウインドヤッケ上下で、石原は毛莫大小肌着・毛カッタ－・

セ－タ－・毛ズボン下・ニッカ－・ストッキング・太毛糸靴下 2 枚・毛糸手袋 2 枚・ウイン

ドヤッケ上下、そして帽子を失った代わりとして、襟巻を冠っている。  



 雪は依然として、しんしんと降

っているが、風が比較的少ないの

が何よりありがたい。 

 足の感覚が全然失っている。そ

う言えば、昨夜は全然足のことを

考えもしなかった。やはり、アイ

ゼンの紐の固さが原因となった

のであろうか。書物で見たアンナ

プルナのエルゾ－グ隊長の足が

眼前にちらつく。 

 やっと長い長い夜が明けた。陽

があたり始める。 ツェルトを脱

いで天幕へ向かって叫ぶ。声が枯

れると口笛を吹く。天候は回復し

つつある。1 時間置きにヤッホ－

をかける事にする。9 時、今一度

昨日のチムニ－に取りつく。やは

り駄目だ。これしきのハングぐら

いなんだと、負け惜しみを言いな

がらツェルトを被る。 

 10 時 20 分、ヤッホ－をかけよ

うと上部の丘の地点を見るとラ

ッセルの跡がくっきりと見える。

更にその跡をたどると、黒点が四

つ上に向かって動いて来るのが

見える。嬉しさの余り、ヤッホ－

を連発する。さあ引き揚げの準備だ。もうじっとしてはいられない。リュックを背負ってい

https://shigeoishioka.com/2015.4.28-1a.pdf


ようとしても、どうする事も出来ない。互いに苦笑しながら再びツェルトを取り出す。今度

こそ 15 時までには、来るだろう。突然頭上からヤッホ－がかかる。「ここだ。ここだ。」と

合図する。 

 しばらく待つ。するすると高井兄の見事なアップザイレンが現れる。「よう頑張った…」

感激に何も言葉が出ない。持って来てくれた暖かいミルクを飲んで少し元気が出てきた。引

き揚げの準備にかかる。二日間のオカン場となったこのテラスに感謝を捧げ、はるか下の第

二テラスへ向って合掌する。「友よ、安らかに眠れ」と別れを告げる。 

 まず石原が頂上からのザイルに身体を結び、登り始める。ルートは左側スラブ状の方だ。

14 時 40 分、続いて澤田が登る。腕の力が全然ないので、上からの力強い引き揚げに頼る

より仕方がない。頂上には上岡さん始め、早大 OB 、関西登高会、西糸屋の方々の暖かい手

に迎えられた。やがて A 沢を経て、17 時 10 分、無事ベースキャンプへ達した。 

 もう空は暗くなりかけて、星がちかちか光を増していた。 












